
2  2025.6

28

０
１
１
１

な
つ

結
を
県
井
福
と
県
阜
岐
、
は
線
美
越
鉄
国

和
昭
、
れ
さ
工
着
て
し
と
道
鉄
ぶ

9

美
に
年

駅
濃
北
と）
市
茂
加
濃
美
・
現
（駅
田
太
濃

長
延
総
の
間）
市
上
郡
・
現
（

72

越
「が
ロ
キ

し
と
果
結
。
す
ま
し
通
開
て
し
と」
線
南
美

、
来
以、
が
た
し
で
ん
せ
ま
せ
た
果
は
通
全
て

客
光
観
る
れ
訪
を
り
下
ン
イ
ラ
川
曽
木
・
場

域
地
線
沿
、
れ
さ
用
利
に
々
人
の
く
多
ど
な

。
た
し
ま
き
て
し
た
果
を
割
役
な
要
重
に

和
昭
、
し
か
し

40

の
車
用
家
自
は
に
代
年

和
昭
、
き
い
て
し
減
激
は
客
乗
て

45
年
10
月停

駅
各
て
し
消
を
姿
が」
の
み
く
お
「速
快
に

い
勢
の
そ
に
第
次
、
ど
な
る
な
に
り
か
ば
車

が
建
再
る
よ
に
化
悪
営
経
は
鉄
国
の
時
当

策
消
解
字
赤
、
で
頃
た
い
て
れ
さ
汰
沙
り
取

一
の
線
路
止
廃
次
二
第
は
線
南
美
越
て
し
と

の
こ
。
す
ま
り
な
と
と
こ
る
れ
さ
定
選
に
つ

和
昭
、
め
た
る
す
応
対
に
き
動

56

に
月
２
年

が」
会
絡
連
村
町
市
線
沿
続
存
線
南
美
越
「は

所
役
市
茂
加
濃
美
に
月
６
。
た
し
ま
し
足
発

策
対
な
ま
ざ
ま
さ
、
は
で
議
会
た
れ
か
開
で

動
運
名
署
や
動
運
進
促
用
利
、
れ
さ
議
協
が

ま
し
定
決
が
と
こ
く
い
て
し
進
推
を
ど
な

。
す

に
々
家
ら
か
村
町
市
の
線
沿
は
紙
用
名
署

線
路
、
れ
ら
け
か
び
呼
が
力
協
て
れ
さ
布
配

う
願
を
続
存
の

11

ら
か
民
住
る
え
超
を
人
万

情
陳
る
す
関
に
続
存
線
南
美
越
鉄
国
「は
名

に
ど
な
社
本
鉄
国
、
省
輸
運
に
も
と
と」
書

、
は
で
書
情
陳。
す
で
う
よ
た
れ
さ
出
提
接
直

通
交
い
な
せ
か
欠
に
民
住
線
沿
は
線
南
美
越

る
え
与
を
感
住
安
「に
域
地
、
り
あ
で
段
手

値
価
在
存
る
け
お
に
域
地
、
て
し
と」
の
も

。
す
ま
い
て
え
訴
く
強
を

和
昭
、
く
し
な
む
も
い
思

59

臣
大
輸
運
に
年

承
て
し
と
線
通
交
方
地
定
特
を
線
南
美
越
が

な
に
的
定
決
が
止
廃
、
り
よ
に
と
こ
た
し
認

和
昭
、
後
の
そ
。
た
し
ま
り

61
年
12

結
、
月

が
行
運
て
え
変
を
前
名
と」
道
鉄
川
良
長
「る

。
す
ま
り
な
と
と
こ
る
れ
が
継
き
引

るす関に続存線南美越鉄国「 ▲
陳情書」（昭和56年11月）

）成作月3年75和昭（ドイガ線沿線南美越 ▲
利用促進の一つの手段として製作されたパ
ンフレット。内面には沿線の観光地が掲載
されている

▲高山本線電化事業促進チラシ
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　昭和40年代以降の高山本線では、その完全電化を進める計画が
ありました。スピードアップと輸送力の強化を期待したもので、岐
阜－高山間の所要時間は約30分も短縮される見込みでした。昭和
60年の完成を目指し、昭和55年には高山市で起工式が行われます。
　しかし当時の国鉄の経営状況は悪く、その状況下で約400億と
される一大事業に踏み切った内情は不明です。結果、この構想は頓
挫しますが、現在も敷設された電柱の一部が沿線に残されています。

高山本線「完全電化」事業

第14回
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